
■
補
償
制
度
の
対
象
と
な
る
活
動
は
 

　
主
た
る
活
動
場
所
が
市
内
に
あ
り
、活
動
が
継
続
的
、計

画
的
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、活
動
の
目
的
が
特
定
の
政
治
、

宗
教
な
ど
の
活
動
に
関
わ
る
も
の
で
な
い
こ
と
、構
成
員
が

5
人
以
上
の
団
体
に
よ
る
左
記
の
よ
う
な
活
動
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
利
益
を
目
的
と
し
た
り
、報
酬
を
伴
う
活
動
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。
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市
で
は
、市
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て
活
動
で

き
る
よ
う
自
治
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
の
社

会
奉
仕
活
動
、文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
な

ど
の
活
動
に
対
し
、活
動
中
に
発
生
し
た
事
故
を

広
く
救
済
す
る
た
め
『
市
民
活
動
総
合
補
償
制

度
』を
今
年
度
も
継
続
し
ま
す
。
 

問
い
合
わ
せ
　
市
民
生
活
課
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
係
 

■
申
し
込
み
 

　
市
が
補
償
の
対
象
と
す
る
団
体
を
把
握
し
て
い
る
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、団
体
を
所
管
す
る
市
の
担
当
課
に
、「
市

民
活
動
団
体
活
動
届
」
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。（
昨
年
度

に
提
出
い
た
だ
い
た
団
体
が
今
年
度
改
め
て
提
出
い
た
だ

く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。） 

■
事
故
が
発
生
し
た
ら
 

　
必
ず
2
週
間
以
内
に
、そ
の
活
動
に
関
係
す
る
担
当
課
等

へ
連
絡
し
、「
事
故
発
生
報
告
書
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。 

賠
償
責
任
補
償
 

　
活
動
中
に
市
民
団
体
の
指
導
者
な
ど
が
過
失
に
よ

り
、参
加
者
や
第
三
者
に
負
傷
さ
せ
た
場
合
や
財
物
に

損
害
を
与
え
た
場
合
な
ど
に
対
人
、対
物
賠
償
が
補

償
さ
れ
ま
す
。
 

◎
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
 

区
・
自
治
会
等
が
行
う
防
犯
・
防
災
活
動
、清
掃
作
業
、運

動
会
な
ど
活
動
や
女
性
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
な
ど
 

◎
社
会
福
祉
、奉
仕
活
動
 

福
祉
施
設
慰
問
、清
掃
、介
助
、行
事
手
伝
い
、保
育
、

朗
読
、心
の
ケ
ア
、手
話
通
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
 

◎
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、市
民
活
動
 

保
健
・
福
祉
、芸
術
・
文
化
、環
境
、教
育
、人
権
、ま
ち

づ
く
り
、国
際
交
流
な
ど
の
市
民
活
動
 

◎
文
化
活
動（
趣
味
活
動
） 

合
唱
、演
劇
、短
歌
、俳
句
、絵
画
、茶
道
、華
道
、舞
踊
、

盆
栽
、読
書
会
な
ど
 

◎
社
会
教
育
・
青
少
年
育
成
活
動
 

社
会
教
育
の
講
座
・
研
修
会
、各
種
教
室
な
ど
。
子
ど

も
会
、ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
、青
少
年
育
成
会
な
ど
の
活
動
 

◎
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
 

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
活
動
、ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
、

体
育
協
会
の
活
動
な
ど
 

◎
財
産
区
構
成
員
の
活
動
 

土
山
町
鮎
川
・
山
内
・
土
山
・
大
野
山
林
財
産
区
、甲

賀
町
大
原
・
油
日
・
和
田
財
産
区
で
行
う
山
林
の
清
掃

等
の
活
動
 

◎
市
主
催
事
業
へ
の
参
加
、手
伝
い
 

市
主
催
の
社
会
教
育
・
文
化
事
業
、公
民
館
事
業
、ス

ポ
ー
ツ
大
会
、ご
み
ゼ
ロ
、防
災
訓
練
な
ど
の
事
業
 

■
補
償
内
容
に
つ
い
て
 

 
傷
害
費
用
補
償
 

　
市
民
団
体
の
指
導
者
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ま
た
は
各
種

事
業
の
参
加
者
な
ど
が
市
民
活
動
中
の
急
激
か
つ
偶

然
な
外
来
の
事
故
に
よ
っ
て
、死
亡
し
た
り
、後
遺
障

害
を
被
っ
た
り
、ま
た
は
入
院
、通
院
に
よ
る
治
療
を
要

す
る
怪
我
を
し
た
場
合
、定
め
ら
れ
た
補
償
金
が
支
払

わ
れ
ま
す
 

■
主
な
連
絡
先
の
例
 

社
会
教
育
、生
涯
学
習
関
係
団
体
 

【
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
　
1
8
6
│
8
0
2
1
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8
6
│
8
3
8
0
 

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
 

【
教
育
委
員
会
文
化
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
1
8
6
│
8
0
2
3
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
8
6
│
8
3
8
0
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
関
係
団
体
 

【
健
康
福
祉
部
社
会
福
祉
課
　
1
6
5
│
0
7
0
0
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
3
│
4
0
8
5
 

区
・
自
治
会
関
係
団
体
 

【
総
務
部
総
務
課
　
1
6
5
│
0
6
6
3
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
3
│
4
5
5
4
 

そ
の
他
市
民
活
動
団
体（
防
犯
、交
通
安
全
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
） 

【
市
民
環
境
部
　
市
民
生
活
課
　
1
6
5
│
0
6
8
7
】 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
3
│
4
5
8
2

　このほど竣工した市和太鼓音楽活動交流館（信楽町長野）で和

太鼓の音色がこだましています。 

　この交流館は、市が（財）日本宝くじ協会の支援をいただき整備

したもので、太鼓などの音楽活動をされる団体の交流場所として

は市内で初めてとなる施設です。 

　施設は、防音対策を講じるなど利用される皆さんが活動しやす

いように、また周辺住民の方への配慮を考えて整備されています。 

　今後は、この施設で和太鼓演奏などを通じた市民の交流がます

ます広がることに期待が寄せられています。 

 

　
早
春
の
古
都
、
紫
香
楽
の
宮
跡
（
信
楽
町
宮
町
）
で
3
月
26
日
、

「
信
楽
歴
史
街
道
を
訪
ね
る
会
」
主
催
に
よ
る
現
地
見
学
会
と
講
演

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
当
日
は
、
県
内
外
か
ら
約
40
名
の
方
が
参
加
、
発
掘
調
査
が
進
む

現
場
近
く
の
集
会
所
で
市
教
育
委
員
会
の
担
当
者
か
ら
発
掘
調
査
の

概
要
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
発
掘
現
場
で
は
調
査
か
ら
見

え
て
き
た
当
時
の
様
子
を
、
ま
た
近
く
に
整
備
さ
れ
て
い
る
資
料
館

で
は
当
時
を
再
現
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
の
映
像
や

発
掘
さ
れ
た
器
や
書
簡
な
ど
を
見
ら
れ
参
加
者
は
天
平
の
ロ
マ
ン
を

満
喫
さ
れ
た
よ
う
で
す
。
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史
跡
「
紫
香
楽
宮
跡
」の
 

　
水
口
曳
山
祭
が
4
月
19
日
、
20
日
の
両

日
行
わ
れ
、
今
年
は
米
屋
町
、
天
神
町
、

田
町
・
片
町
、
呉
服
町
、
柳
町
の
5
基
の

曳
山
が
巡
行
し
ま
し
た
。
 

　
20
日
の
朝
、
5
基
の
曳
山
は
水
口
神
社

ま
で
巡
行
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
曳
山
の
上
で

は
水
口
囃ば
や

子し

が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

夕
方
に
な
り
あ
た
り
が
暗
く
な
る
と
テ
ン

ポ
の
良
い
囃
子
は
鳴
り
を
潜
め
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
リ
ズ
ム
の
囃
子
が
演
奏
さ
れ
る
中
、

各
曳
山
は
提
灯
に
火
が
灯
さ
れ
、
祭
は
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
を
迎
え
ま
し
た
。
 

　
地
域
の
人
々
が
世
代
を
通
じ
て
永
年
伝

承
し
て
き
た
水
口
曳
山
祭
は
、
こ
れ
か
ら

も
後
世
ま
で
受
け
継
が
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

曳
山
祭 

水
口 

お
ど
 

市民スタジアムに 

 

　4月1日にオープンした甲賀市民スタジア

ム。竣工に併せて多くの利用申し込みがあ

り、いつも野球少年たちの元気な声が響い

ています。 

　その球場横にオープンを記念して、この

ほど滋賀県造園協会湖南・甲賀支部がナン

キンハゼの木を植樹いただきました。 

　植樹いただいた木は、落葉樹で成長する

と高さ10ｍにもなるそうです。これからこ

のナンキンハゼの木は、市民スタジアムで

育つ子どもたちの健やかな成長を見守り続

けてくれることでしょう。 

発掘現場を訪れ紫香楽宮跡の説明を受ける皆さん 

町内に囃子の音色が響き渡る水口曳山祭 

思いっきり練習、紫香楽太鼓“炎”のみなさん 
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